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美
男
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佐
々
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隆

理　
　

事　

藤
ケ
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利
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〃　
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口
　
栄
　
子

　
　
〃　
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口
　
忠
　
志

　
　
〃　
　
　

西
　
舘
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男

　
　
〃　
　
　

半
　
田
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男

　
　
〃　
　
　

村
　
井
　
真
知
子
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事　

久
保
田
　
良
　
一

　
　
〃　
　
　

山
　
本
　
廣
　
志

事
務
局
長　

小
山
内
　
真
由
美

次
長
兼
業
務
課
長

　
　
　
　
田
　
嶋
　
裕
　
行

総
務
係
長　

小
　
柴
　
美
也
子

業
務
係
長　

山
　
内
　
寿
　
幸

主
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小
　
向
　
理
　
美

臨
時
職
員　

橋
　
本
　
誠
　
一
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明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
い
た
し
ま
す

互助会会員研修旅行　岩手県盛岡市「盛岡手づくり村」　にて



～

年
頭
に
あ
た
り

～

　
　

理
事
長　

吉

田

紀
美
男

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
心
温
ま

る
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
活
動
が
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
令
和
六
年
度
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
も
コ
ロ
ナ
以
前
の
三
百
人
程
度
ま
で
回
復
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て

事
業
実
績
も
伸
び
て
き
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位

の
ご
努
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
特
に
意
を
用
い
て
取
り
組
み
た
い
事
に
つ
い
て
三
点
ほ
ど
申
し

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
「
猛
暑
日
等
の
体
調
管
理
」
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
作
業
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す
真
夏
日
の
よ
う
な
日
々
が
何

日
も
続
き
、
体
調
管
理
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が

発
出
さ
れ
る
気
温
三
十
五
度
以
上
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
午

前
中
で
作
業
を
切
り
上
げ
る
。
定
時
に
な
っ
た
ら
、
作
業
班
毎
に
健
康
観
察

を
実
施
し
、
体
調
が
優
れ
な
い
会
員
が
い
る
場
合
は
、
涼
し
い
場
所
に
移
動

し
、
体
を
冷
や
す
等
の
処
置
を
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
病
院
を
受
診
し

た
り
す
る
事
を
励
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
「
人
と
接
す
る
際
の
マ
ナ
ー
」
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
「
人
が
相
手
の
商
売
」
で
も
あ
り

ま
す
。
初
対
面
の
印
象
が
、
そ
の
後
の
人
間
関
係
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
会
員
同
士
で
も
、
発
注
者
に
対
し
て
も
、
言
葉
遣
い
や
身
だ
し
な
み
、

笑
顔
を
大
切
に
し
た
対
応
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　

三
点
目
は
、
「
会
員
拡
大
の
環
境
整
備
」
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
、

会
員
を
一
人
で
も
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
入
会
説
明
会
の
工
夫
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
勧
誘
の
励
行
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年

頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

皆
様
お
元
気
で

　
　

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　
　

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

〔
六
戸
町
〕

　

高　

舘　

巳
代
治　

・　

山　

本　

廣　

志

　

久
保
田　

さ　

つ　

・　

田　

中　

忠
次
郎

　

類　

家　

弘　

子　

〔
お
い
ら
せ
町
〕

　

内　

立　

啓　

巳　

・　

蛯　

原　
　
　

實

　

小
笠
原　

キ　

ヨ　

・　

寺　

口　

勝
枝
子

　

中　

村　
　
　

稔　

・　

豊　

野　

ひ　

ろ

　

田　

端　
　
　

勉　

・　

大　

屋　

不
美
吉

　

木　

村　

健　

二　

・　

川　

口　

優　

子

　

上　

野　

勝　

彦　

・　

川　

口　

忠　

秋

　

小　

林　

俊　

雄　

・　

菊　

谷　

兼　

美

　

小　

向　

キ　

ヱ　

　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
巳
年
】　

巳
年
生
ま
れ
の
人
は
、
辛
抱
強
く
粘
り

強
い
性
格
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
努
力
を

惜
し
ま
ず
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
た
め
、
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
実
を
結
ぶ
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
常
に
冷
静
沈
着
で
頭
の
回
転
も
速
く
、

臨
機
応
変
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
て
も
淡
々
と
処
理
で
き
る
の
で
と

て
も
頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
お

力
添
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
し
、

今
後
ま
す
ま
す
発
展
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

当センター構成町（おいらせ町・六戸町）の町長と面談
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【【
年
男
・
年
女
】

年
男
・
年
女
】

私私
た
ち
た
ち

巳
年
巳
年
生
ま
れ
で
す

生
ま
れ
で
す

六 戸 町六 戸 町

おいらせ町おいらせ町

　８月７日に六戸町の佐藤町長、
８日においらせ町の成田町長の
もとへ理事長・副理事長・常務
理事及び事務局長が訪問し、日
頃のセンター運営へのご理解と
ご協力に感謝をお伝えしました。
また、「地域社会に貢献するシ
ルバー人材センターの決意と支
援の要望書」を手渡し、更なる
支援を要請してまいりました。

それぞれの町長から、センターへの
期待と激励のお言葉を頂戴しました。



※当センターでは毎年、講師を招いて、除草作
業を安全に行えるよう、機械の仕組みや取扱
方法等を学んでいます。

※知識と技術の向上、また、需要の多い剪定作
業における後継者育成を目的として、就業経
験の長い会員さんからの実技指導を交えた実
践講習を行いました。

※事故撲滅にあたり、事務局・会員双方の安全
就業に対する意識向上を図るために実施して
います。

※近年、高齢ドライバーの交通事故が多発して
おります。運転マナーや交通ルールを再確認
するために開催しております。

《安全・適正就業委員会からのお願い》

　今年度は除草作業中の飛び石により２件の
物損事故が発生しました。繁忙期には仕事を
こなすことに意識が集中し、安全意識がおろ
そかになりがちです。そういう時こそ気を引
き締め、事故防止に努めましょう。
　また、近年は気象条件の厳しい中で作業す
ることが増えました。当委員会においても状
況に応じた就業体系を模索してまいりますが、
自身の体力を過信せず、体調の不安を感じた
際は無理をしないようにしましょう。スロー
ガンである「安全は　無理せず　焦らず　油
断せず」を心がけて就業してください。

3

～安全・適正就業全国統一スローガン「安全は　無理せず　焦らず　油断せず」～
当センターの安全・適正就業委員会は、会員の皆さんが健康で安全に就業できるよう事務局職員と連携し、
各種講習会の開催や就業先のパトロールを行い、事故防止対策について検討会等を実施しています。

令和６年度事故発生状況（令和６年１１月３０日現在）

種　別 発生日 状　況
物損事故 ７月２２日 車ガラスの破損
物損事故 ８月５日 車ガラスの破損

★５月２１日【刈払機操作講習会】　５０名参加 ★７月８日【植木剪定講習会】　９名参加

★６月１４日・９月１８日
【安全適正就業委員会・安全パトロール】

★９月２４日【安全運転講習会】　１０名参加
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～普及啓発スローガン「シルバーに　任せて安心　生き生きライフ」～
♦♦♦地域への感謝を込め清掃奉仕活動♦♦♦

毎年、春は桜の季節を前に、秋は全国一斉「シルバーの日」に合わせ、センターＰＲを兼ねて
地域の環境美化に貢献することを目的に、年に２回の清掃ボランティア活動を実施しております。

グラウンドゴルフ大会開催！　（25名参加）
　10月16日、シルバーの日清掃ボランティア終了後に六戸町舘野公園においてグラウンドゴルフ大会
が開催されました。前日に降った雨のため難しいコースとなっていましたがなんのその。プレー途中
からは太陽も顔をのぞかせました。ホールインワンあり、珍プレーあり、笑いの絶えない楽しい大会
となりました。

••• 大会結果 •••
優　勝　馬　場　愛　子
第２位　西　舘　勇　男
第３位　小比類巻　芳雄
第４位　馬　場　つ　ゑ
第５位　柏　崎　廣　子
•••••••••••

《春》４月19日、総勢81名

《秋》10月16日、総勢84名
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～　互助会会員研修旅行　岩手盛岡の旅（11月27日）　45名参加　～
　今年度の互助会会員研修旅行は岩手県盛岡市方面へ行ってきました。「盛岡手づくり村」では焼き団
子づくりを体験し、伝統工芸品を見学しました。続いて、石割桜、盛岡城跡公園、赤レンガ館などの
名所を車窓から眺めながら昼食会場の「初駒」へ。わんこそば付きの海・山の幸膳は皆さんにも好評で
した。昼食後に訪れた「岩鋳鉄器館」
では南部鉄器の製造過程を見学し、
売店では色とりどりの急須や調理器
具に感嘆し、気に入ったものを購入。
「原敬記念館」では盛岡市出身で初の
平民宰相、原敬の生涯についてガイ
ドさんの説明を聞きながら、自筆の
資料や愛用品等を見学しました。帰
りは岩手山サービスエリアでたくさ
ん買い物。曇り空も吹き飛ばす、楽
しい旅行となりました。

～　きらり！女性活躍ミーティングに参加　～
　10月22日に青森市の東奥日報新町ビルにお
いて「きらり！女性活躍ミーティング」が開催
されました。当センターからは吉田紀美男理事
長、川口栄子理事、村井真知子理事、女性職員
３名が参加しました。女性会員活躍の先進地で
ある福井市シルバー人材センターの朝倉由美子
氏の講演を拝聴したほか、青森県女子体育連盟
の指導のもと、2026年に開催されるあおもり
国スポの「青の煌めきダンス」を踊ってきました。



令和６年度
会員数

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
康
で
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
物
価
の
高
騰
に

よ
る
生
活
費
の
圧
迫
、
全

国
的
に
上
昇
し
続
け
る
最
低
賃
金
、
体
調

面
に
考
慮
し
た
就
業
の
仕
方
な
ど
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
就
業
に
よ
る
収
入
確
保
や
生
活
の
安
定

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
や
社
会
貢
献
、
生
き
が
い

を
求
め
る
会
員
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
事

務
局
職
員
は
仕
事
の
手
配
や
事
務
処
理
の

み
な
ら
ず
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
皆
様
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
次
第
で
す
。

　
今
年
の
干
支
は「
巳
」で
す
。

　
令
和
七
年
の「
乙
巳（
き
の
と
み
）」
に

は
伸
び
切
っ
た
枝
葉
を
糧
に
し
て
一
気
に

変
化
を
起
こ
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ

り
、
硬
直
し
て
い
た
現
状
を
打
破
す
る
事

柄
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
辛
抱

強
さ
が
試
さ
れ
ま
す
が
、
焦
ら
ず
粘
り
強

く
取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
も
干
支
に
あ
や
か
り
、
変

化
の
大
波
を
う
ま
く
乗
り
越
え
ま
す
ま
す

繁
栄
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新入会員募集

口コミで広げよう！仲間の輪

区　分 男性 女性 計

六 戸 町 61人 38人 99人

おいらせ町
（下田地区） 78人 32人 110人

おいらせ町
（百石地区） 47人 44人 91人

計 186人 114人 300人
（令和６年12月31日現在）

 6

編
集
後
記

　センターの事を知りたい、入会したいというお知
り合いの方がおりましたらぜひお誘いください。皆
様のご協力をお願いいたします。
　入会したい方は必ず入会説明会に参加してもらう
ことになります。説明会の日程をお知りになりたい
方はセンター事務局へお問い合わせください。

センター事務局　ＴＥＬ　0178－52－3177

　シルバー人材センター会員の配分金収入は、所得税法上「雑所得」とされており、その金額や公的
年金の受給等により、確定申告をする必要があります。配分金収入については必要経費として ５５万円
までの控除が認められています。（ただし収入金額を限度とします）

　所得の内容は事業所得（農業等）、センターからの配分金所得、派遣事業に係る給与所得、年金所
得など個人により異なります。これにより控除される金額も変わりますので、所得の額に限らず申告
することをお勧めします。詳しい内容については、町税務課へお問い合わせください。

★配分金の所得税法上の取り扱いについて

例）配分金と公的年金等の場合

基礎控除＋その他の
４８万円 　所得控除

配分金－必要経費の
　　　　控除５５万円

公的年金等－公的年金等
控除額

所得税額所得税率

　当センターでは体操やスマートフォン
操作の講習会を行っております。詳細に
ついては事務局だより等にてお知らせし
ます。
　皆様のご参加をお待ちしております。

★各種講習会について


